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審   査   の   要   旨 
 
著者が対象としたカンボジアでは、コメの生産量が増加し、近年、輸入国から輸出国に変化した。そのため、
同国の生産量の変化がコメの世界市場に与える影響は大きくなってきている。2008年には近隣のベトナムにお
いて冷害により生産量が大きく減少し、コメ価格の高騰に拍車をかけた。今後、このような気候変動に起因す
る極端現象が、カンボジアのコメ生産に大きな影響を及ぼす可能性がある。気候変動が同国のコメ市場に与え
る影響の分析は、これまでほとんど行われてこなかった。全世界を対象とした気候変動が農産物市場に与える
影響のモデル分析は多いが、カンボジアはその他地域に含まれることが多い。著者が開発したモデルは、雨期
と乾期のコメ生産を分けた上で、気候変数を収量や作付面積関数に導入したもので、その市場に与える影響の
分析が可能なものである。さらに、気候変数や灌漑投資額の変化が各段階に与える影響を比較静学モデルによ
って明示している。著者が得た結果は、カンボジアで実施される農業開発計画の立案に寄与するものである。
本論文は、高い学術性を有し、また、新たな計画や政策の立案に大きく貢献するものと判断する。 
平成29年5月10日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
